第46回ＰＯＣセミナー（生物試料分析科学会、日本臨床検査自動化学会共催）
セミナーテーマ：「今、ここまでできるＰＯＣＴ」
会場：　新梅田研修センター　第Ⅲ会場Mホール（404）


期日：　平成25年2月10日（日）15：30～17：30


【総論】

座長：岸和田徳洲会病院臨床検査室技師長　櫛引健一
　基礎講演　プロテインチップ技術の基礎とPOCへの応用



天理医療大学医療学部臨床検査学科教授　米田孝司
　特別講演　LAMP法による迅速遺伝子検査



東京大学医学部附属病院臨床検査部技師長　横田浩充
【各論】

座長：大阪府立泉州救命救急センター臨床検査室技師長　福田篤久　
「機器試薬の最新動向」
・なぜ血液ガス分析装置にラクテート、クレアチニンが必要なのか


ラジオメーター株式会社　営業企画部


三沢泰一

・携帯型血液ガス分析装置の新たな挑戦



アーリアメディカル株式会社　新規事業開発本部　


プロダクトマネージャー　藤井　賢
・ヘモグロビンA1cの国際標準化への変遷




シーメンスヘルスケアダイアグノスティクス株式会社　マーケティング部POC検査グループ




シニアプロダクトマネージャー　渡辺　浩

・結核菌群検出におけるPURE/TB—LAMP法について


栄研化学株式会社　営業統括マーケティング推進室MKT四部


部長　花松　さな江
【機器試薬体験】
各論協力企業による機器試薬の直接操作と解説を実施。
【総合討論】

司会：岡崎市民病院情報管理室副室長　山田修

参加申し込みについて
下記のアドレスへ参加申し込みのメールを送信ください。折り返し申込書データを返信いたします。メールが使用できない場合は、日本臨床検査自動化学会ＰＯＣ推進委員会ホームページより申込書を印刷し必要事項を記入の上ＦＡＸしてください。


e-mail： poc.seibutu23@gmail.com

FAX:　0564-66-7281　（セミナー担当　岡崎市民病院情報管理室　山田修）
